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耐用性を持つ構造躯体『スケルトン』と、居住者の多様な要求に

対応できる内装・住宅設備『インフィル』を明確に分けることで、社

会資本でもある住宅を長期的に有効活用する『SI（スケルトン・

インフィル）住宅』。SI住宅の設計・建設を通して、住まい手の立

場から実践的研究をされてきた京都大学名誉教授の髙田光雄

氏に、住まいとまちの住環境についてたずねた。

『ハウジング論』から
SI住宅の実践的研究へ
─ どのようにスケルトン・インフィルに出会われたのですか
私が『ハウジング論』を研究されていた京都大学の巽和夫先生

の研究室に入った頃、日本の住宅は量から質への大きな転換期

を迎えていました。1973年に実施された住宅統計調査で、すべて

の都道府県で世帯数より住宅が多いことが確認されました。その

課題を包括的に捉えようとしたのが「ハウジング論」でした。それ

をベースに、空間を社会的部分から私的部分までいくつかに分

け、物財を基幹的・耐久的部分から末端的・消耗的部分までいく

つかに分ける「公共化住宅システム」を考え、さらにこれを当時の

日本で実現させるために極限的に単純化したのが「二段階供給

（スケルトン・インフィル）方式」（図1）でした。しかし、日本の建築

基準法では、キッチンやトイレがなければスケルトン状態の住宅

は確認申請が通らず、実際には建築できませんでした。

江戸時代の大坂に
SI住宅のモデルがあった
─ SI住宅の実現には、さまざまな課題があったのですね。
ただ、ある種の自信がありました。それは、江戸時代の大坂にあった

裸貸（はだかがし）です。住宅は大家さんの所有で、畳や襖、障子、

流しやかまどは全部店子が調達する仕組みです。当時の大坂都

心部では8割以上の人が裸貸を利用しており、萬（よろず）立具

所、新古建用具所など、いろいろな名前がついていますが、町の

随所にインフィルショップがありました。興味深いのは、新品も中

古品も売っていたことです。関西は京間の内法制で畳の寸法が

決まっているので、障子も襖もすべて同じモジュールに基づいてい

ます。モジュールが揃っているので、建具をはじめ全ての住宅設備

が規格化されていました。このため見込み生産もできたのです。プ

レハブリケーションなんていうのは江戸時代からあったわけです。
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図 1 . 二段階供給（スケルトン・インフィル）方式
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さまざまなハードルを越えて
SI住宅の建設へ
─ 実際にSI住宅が建設されたのはいつ頃でしょうか。
さまざまな経緯はありましたが、1982年に泉北ニュータウン栂地区の

北端にある泉北桃山台Ｂ団地でSI住宅98戸が竣工しました。ところ

が、当時SI住宅が大阪で受け入れられたと言っても、評価されたのは

その意義の一部でした。当時の画一的な住宅に対して、価値観の異

なる人が自分に合った設計にできる点のみが評価されたのです。社

会的部分と私的部分を整理して、これを関係づけるというのがスケ

ルトン・インフィルの趣旨ですが、当時の社会が受け入れたのは、私

的部分であるインフィルの多様性という側面だけだったのです。

長期耐用型住宅として
国の施策の中核に
─ スケルトンの重要性が理解されたのはいつ頃でしょうか。
80年代も終盤になると地球環境問題の深刻さが理解され、建築も

環境問題に対応することが求められました。この課題に対応できる集

合住宅のあり方が議論された時、いったん忘れかけられていたSI住

宅に再び光があたったのです。1993年、大阪に実験集合住宅ＮＥＸ

Ｔ21（図2）が竣工しました。ここで初めてスケルトンの価値が議論さ

れました。この建物は立体街路と名付けた共用廊下の下にトレンチ

ゾーンを設けて、そこを配管・配線スペースとしています。社会的部

分と私的部分を住棟レベルで明確に分けたのです。また、立体街路

という考え方を取り入れるにあたっては、空堀（からほり）という戦前

の長屋が残っている地区の、細街路の調査成果を立体的に再編し

ています。この頃、建設省がスケルトン・インフィルを認知し、国の施

策である長期耐用型住宅として位置づけました。SI住宅の第一段階

が多様な住宅を造ることなら、居住基盤である長期耐用型の住宅を

造ることは第二段階と言えるでしょう。その後、「まちづくり」という概

念が日本全体で広がります。特に都市部で、まちの骨格としてスケル

トンをデザインするという考え方が登場するのです。

まちづくりを考えた
地域共生賃貸集合住宅
─ まちの骨格としてのスケルトンデザインとは、どのようなものですか。
バブルの頃、京都では町家街区の中にマンションが建設され、大きな

紛争が各地で勃発していました。アーバネックス三条は2002年に建っ

た地域共生賃貸集合住宅です。第二段階では居住者がインフィルの

設計に参加しましたが、ここではさらにスケルトンの計画に地域の人が

参加しています。地域共生の土地利用検討会を設立し、町の骨格と

してどのような形態が望ましいかを考えながら、事業としても成立する

やり方を考えました。これがSI住宅の第三段階で、マンション全体が

立体的な町家のようになっています。京町家と同じ原理でスケルトン

を作ってみると、視覚的にも抜けができて圧迫感が減ります。道に面し

たところは4階にして圧迫感を抑え、隣に大きな建物が建っている側は

8階建てにするなど、町の構造に合わせてマンションの高さを変え、

トータルの容積を事業採算が取れるように協議したのです。この時

「最初から地域で話し合って、まちの将来像を考えればもっと良いの

では」という意見があり、地区計画策定にも結びつきました。これが京

都の都心部で景観まちづくりの議論の一つのきっかけになったプロ

ジェクトです。SI住宅の開発から第三段階に来るまで30年を要し、よ

うやく社会的部分と私的部分とを関係づけることができました。こうし

て、本来のSI住宅が掲げていた考え方が実現しました。そして、現在

はこの技術を既存住宅改修に適用する第四段階にあるといえます。

中間領域を活かした
京町家の部分断熱改修
─ 京町家にはさまざまな知恵が込められているのですね。
京町家では内部と外部の関係性が重視され、それをつなぐ通り庭や

縁側などの空間で環境を調整しています。この内部と外部をつなぐ

中間領域「環境調整空間」（図3）が季節感あふれる豊かな居住空間

を育んできました。私は、通風と空調設備を対立関係で捉えるのでは

なく、融合的に考え、中間領域をうまく使おうと提案しています。

実際に京町家の改修で採用した方法ですが、家全体を高気密高断

熱にするのではなく、部分的な断熱改修を採用しました。改修した京

町家には最外壁にガラスが入った縁側があり、その内側に障子があり

ました。もとの設計はほとんどそのままに、2部屋の居室のみ天井に断

熱材を入れ、障子や襖を断熱建具にして、入れ子構造にしました。障

子の寸法は変えないで全て太鼓張りにして、襖も中に断熱材を入れ

ています。図面では建具に線を一本引くだけですが、建具屋さんにす

れば大変な仕事です。

家全体を高気密高断熱にすると、確かにヒートショックもないのです

が、寒い冬は外出する気になりません。そうではなく、環境調整空間を

使って室温と外気温に緩やかな差をつけようというアイデアです。冬

は少し寒く、夏は少し暑い所で暮らしても良いのではないでしょうか。

日本では、その足らない部分を衣文化や食文化で調整してきました。

寒い冬は１枚多く着れば良いし、暑い夏は涼しい格好をすれば良い。

冬と夏の食事も見直して、季節の変化を楽しめば良いのです。

京町家の良さを継承した
NEXT21『住み継ぎの家』
─ 京町家の知恵をマンションに使われたと伺いました。
この部分断熱を、都心部のマンションで実施したのが、先ほどのＮＥ

ＸＴ21の住戸をリノベーションした『住み継ぎの家』です。住戸内に

環境調整空間を設けて内部に建具を入れると、空調が必要となる床

面積が狭くなり、建具間の空気層が断熱材の役割を果たします。外

のほうが快適な場合は建具を開けて外気を取り入れれば良いでしょ

う。また、環境調整空間を土間空間にすれば、雨でも室内干しがで

き、自転車の修理や日曜大工などの作業もできます。そういう空間が

集合住宅の中にもっとあっても良い。それをうまく組み合わせようと

いうのが、この『住み継ぎの家』です。

現在は人が住んで計測も含めた居住実験をしています。『住み継ぎ

の家』では、多様な家族構成やライフステージの人が住み継いでい

くことを想定しており、間取りやプライバシーラインが変更できるよう

にも対応しています。少子高齢社会では、ヘルパーやベビーシッ

ターなど外部の人が家の中に入るケースも増えます。そうなると高齢

者や子どもだけでなく、同居している人のプライバシーもなくなってし

まう。そこで、ここまでは入っても良いが、ここからは入ってはいけない

というプライバシーラインの設定も重要になってきます。

「住みごこち」「住みごたえ」
「住みこなし」そして「住み継ぎ」
─ 住み継ぐということは、課題も多いのですね。
私は住まいを４つの概念で説明しています。「住みごこち」というの

は住宅の性能です。「住みごこち」のいい家を造ることは非常に大事

ですが、それだけでは住宅の価値は決まりません。「住みごたえ」とい

うのはまさに住まい手が参加して、住まいに働きかけて、相互関係が

あるということ。「住みごこち」と「住みごたえ」は異なる価値観だと考

えています。ですから「住みごこち」は高いが、「住みごたえ」は低いと

か、その逆もあり得るわけです。私は、この2つをトレードオフだと考え

ないで評価すべきだと考えています。住宅の価値というのは多面的

であって、いろんな価値があり得るわけです。さらに、これに時間軸を

重ねないといけない。そうすると、人が変化していき、そのライフス

テージの変化にも対応して「住みごこち」が保たれ、「住みごたえ」が

持続する。これを「住みこなし」と呼んでいるのです。

次の「住み継ぎ」とは、親から子に住み継ぐのではなく、ライフスタイ

ルの異なる赤の他人に移った時にでも、それなりの「住みごこち」や

「住みごたえ」が実現できることです。そうでなければ長期耐用型の

住まいにはならないのです。『住み継ぎの家』とはそういう意味です。

だから「住みこなし」が異なる家族構成で住みこなされて、多様なシ

ナリオが描けるのです。

環境調整空間を設け、外部の自然やまちと関わることで、ここでの環

境を居住者が自ら調整することが大事なのです。建具の開け閉めな

ど、何らかの働きかける行為をできるだけ負担にならないよう設計す

ることが大切です。メンテナンスフリーや機械による自動化によって

その人に合わせて調整するという発想は、結局はサスティナブルで

はありません。住まい手が自分ごととして捉え、最も快適な状態を自

分で作りだせることを支援する住まいを造ろうと考えたのが『住み継

ぎの家』なのです。

─ ありがとうございました。
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図 2 . 実験集合住宅N E X T 2 1

図 3 . 環境調整空間
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